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講演要旨： 

sPHENIX 実験はクォーク・グルーオン・プラズマと Cold-QCDの研究を目的とし

た実験で、米国ブルックヘブン国立研究所の RHIC加速器 にて 2023年から稼働を

開始した。2025年 6月からは金＋金衝突の物理データ取得を開始している。 

sPHENIXの飛跡検出器群の中層、ビーム軸から半径 7 ~ 10 cmに位置し、主に日本

グループが担当する Intermediate Silicon Tracker (INTT) は 2層のバレル型シリコン



ストリップ検出器である。1バンチクロッシング (106 ns) よりも短い時間分解能を

活かして、各飛跡がどの衝突事象に起因するかを判別する。 

本講演では現在進行中の金・金衝突物理データ取得における INTT の性能評価につ

いて報告する。 

 


